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論にわたって行う O これを踏まえ第 3 節で，コ
ミユニタリアニズムの論理構造を自由主義，マ
ルクス主義，保守主義との関係に配慮しつつ描












































翼評論 (Ne ωLψ Revi ω) j の一つの前身で





































































社会論にしても， r道徳的共同体J (Ma cI n句rre






















































































































































る見解を広義の卓越主義と呼ぶ (Hurka 193 ， 





























ようとする O 内的な善の特徴は， rそれらの達
成がその実践に参加する共同体の全体にとって












































の状況におかれる (MEW ，Bd .4 0， S.516-8 ，訳























































あげることであったJ (Ma cI ntyre 1981 ， p.195 ， 





















を廃棄しようと欲するのではないJ (MEW ， Bd. 





































































































































(Tailor 197 ， p.157 ，訳297 頁) 0 
テイラーの自由論は，個人の自由が独走する
危険に対して警鐘を鳴らす点で， l' バーリン











































































が，それは「状況をもたない自由J (ibd. ， p.153 ， 











解決であることを知っているJ (MEW ， Bd .4 0， 
S.536 ，訳457 頁)0
テイラーは，この叙述の中に「全体性への表




















必要性を認めている (MEW ，Bd.19 ， S.15-32 ， 
























































(Taylor 197 ， p.160 ，訳302 頁)0
テイラーは，個人主体を「状況」の中に埋め
込むことによって，自己抑制に基づく「人間的


















































































































































の世界に解消できたのであるJ (ibid. ， S.376 ， 

























































































































































(ibid. ， p.21 ，訳271 頁) 0 
マルクスの共同体は「今後達成されるものJ
であるが，コミユニタリアンのそれは「回復可






































































































































































































































































るし，そうあらざるをえないJ (Ma cI n守町









































形作っているのである，といえよう J (Walzer 











































































































































うJ (ibd. ， p.538) 0 実際にはそれは支配的な
民族の言語と道徳を反映したものに他ならない
のであって， ，中立的(で非表出的な)道徳言














































































































好機を逸するJ (ibd. ， p.57 ，訳74-5 頁)のであ
り，よって社会に対する「内在的批判J (ibd. ， 




















































































































































向って光を放つJ (MEW ， Bd .4 0， S.53-4 ，訳
































































































































































(ibid. ， ch.10) 0 
ウォルツアーは，彼の唱える複合的平等を実
現する社会体制として「非集権的な民主的社会
主義」を標梼していたが(W:叫 zer 1983 ， p.318 ， 
訳478 頁)，論文「市民社会論J (W a1z er 192) 
では， I善き生活のために好ましい枠組み，最
も支持される環境は何か。どのような類型の制
度をわれわれは追求すべきかJ (ibid. ， p.90 ，訳


























































































































































































































































































































































































































































































































































2 )ここでいうイギリスの新左翼運動とは， 1956 年
頃登場し， 1960 年に発刊された『新左翼評論 (New








3) Bl ac k1 edg 207a ， Blac k1 edg and Davidson 208 


























7) Li n 193 ， p.32-3 ，訳7-8 頁を参照。
8) Li n 193 ， p .4 8，訳102 頁を参照。
9 )コミユニタリアンの著作の中でもたとえば Wal 同
zer 1983 ， E也ioni 201 などは，経済に言及するが，
あくまでも主題は道徳である。


































14) Kymlicka 202 ， p.190-5 ，訳27-84 頁， Lukes 
1985 ， p.87 ， Hurka 193 ， p.3-4 ，山口 207 を参照。
15) キムリッカは「マルクスの場合には，われわれ
に固有の卓越性とは自由な創造的・協同的生産の
能力であると言われているJ (Kymlicka 202 ， p. 







大に等し」いとか (MEGA ，II ， Bd.1 ， Teil2 ， S.589 ， 
『草稿集』第 2巻，訳49 頁)，自由時間は「余暇時
間でもあれば，高度な活動のための時間でもある」










あるいは生みだされたりするのであるJ (MEW ， 



















18) 筆者の自由論については松井 203a ，204 を参
照。なお以下に取り上げるテイラーの自由論につ
いてもこれらの拙稿で一定の検討を加えた口





理解している。 Taylor 1979 ， p.146 ，訳27 頁を参照。
21)山之内 204 は，マルクスの受苦的存在としての
人間という観点の重要性を強調している。
22) Li n 193 ， p.34 ，訳79-80 頁を参照。
23) マルクスの「交通 (Verkehr) J 概念は， r精神的







守主義に帰着することになる。松井 203a ，204 
を参照。コミユニタリアニズムの保守主義的性格
については後述する。








27) 有賀 1987 ，198 を参照。
28) 松井 206 を参照。
29) マルクスとカント的正義論，功利主義との関係






















(Delanty 203 ， p.19 ，訳28 頁)。
3) マルクスのアソシエーション概念については，
田畑 194 を参照。














205 ， p.168-7 1)。しかし，ウォルツアーの f也にテ
イラーも愛国主義に賛同して国家のレベルにまで
共同体を拡大しているし (Taylor 195 ， p.181-
203) ，上述のように共同体は小規模であるべきだ
と言明していたマッキンタイアでさえ，愛国主義
を推奨している (Ma cI ntyre 195) 0 このように共
同体の国家規模への拡大を拒否することは，決し
てコミユニタリアニズムの本質ではないのである。
O'Ne i11 194 ，菊池 204 ，67-8 頁を参照。
37) 井上 199 ，第 4章を参照。
38) 小林 199 を参照。
39) マッキンタイアは注意深く， r共同体がもっ特殊





ない。なお，菊池 204 ，99 頁，小林 199 ，59 頁
を参照。
40) 有賀 1989 ，75-86 頁，飯島 202 ，14-8 頁を参
日召。






の根拠として， rザスリーチへの手紙J (MEW ， Bd. 








43) Delanty 203 ， p.19 ，訳28 頁を参照。
44) 松井 207 ，50- 2頁を参照。













47) 菊池 204 ，102 頁を参照。











50) 松田 201 ，37-72 頁を参照。
51) 共産主義における自由な交通をマルクスの民主
主義の理念とみなす見解については，吉田
190 ， 127-49 頁，島崎 191 ，14-26 頁を参照D
52) 島崎 197 ，256-7 頁の訳文を参照。
53) 島111 奇197 ，256-7 頁を参照。
54) 千葉 195 ，172-3 頁を参照。
55) 中野 207 ，84-5 頁を参照。
56) Moufe 196 ， p.23 ，訳37-8 頁，千葉 195 ，174-5 
頁，田村 208 ，32 頁を参照。テイラーによる承認





















Out of Ap α仇y c'百lO mpson 1960) と同じタイト
ルの論文集に掲載された(Ar cher 198) 。















































統派コミユニタリアニズムと， B' ジヨ}ダン Gor 圃
dan 198) ，ムフ (Moufe 20) らのラデイカ
ル・コミユニタリアニズムに分ける(Li凶 e 20a ， 





























Kαγ lM αγx - Friedrich Engels: W枕'1 a ，Dietz Ver 目
lag については， MEW と略記し，一部を除き原則と
して『マルクス=エンゲルス全集 j (W 全集J と略記)
の巻数と頁数を記した。
Kαγ 'l M αrx - Friedrich Engels: Ges α，mt ωsg αbe ， 
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